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肥料を知るための ＫＥＹ ＷＯＲＤ

記載ページ 理解した 質問がある

４ 単肥・普通化成・高度化成 □ □

５ 基肥（山形）・追肥（谷型）・リン酸の固定作用 □ □

６ 化成肥料・ＢＢ肥料 □ □

指定配合肥料 □ □

有機入り配合肥料（Ｅ） □ □

７ 「Ｓ」・「ＢＢ」 □ □

８ 生産業者保証票 □ □

９ 多量要素・微量要素 □ □

１０ 硝酸態・アンモニア態 □ □

１２ 水溶性リン酸・ク溶性リン酸 □ □

１４ 硫酸根・苦土カリ比 □ □

１５ アルカリ分



肥料の分類

化学

肥料

単肥
３要素のうち１要素のみ含む（硫安、過石な
ど）

複合肥料

化成肥料
３要素のうち２要素以上を原料と
して化学的方法で製造

配合肥料
単肥や化成肥料を２要素以上を
混合

微量要素
肥 料

ホウ素、マンガン、亜鉛など微量要素を含む

（ホウ酸塩、FTEなど）

有機質
肥 料

原料が動植物由来のもの（魚粕、菜種粕など）

一般的な分類

化成肥料の分類
普通化成

 化成肥料で３要素の合計が１５％以上で３０％未満のも
の。

高度化成
 化成肥料で３要素の合計が３０％を超えるもの。

 この地域で使用されている化成は大部分が高度化成で
す。

肥効調節型肥料
 徐々に分解する窒素分を加えたもの。

ＩＢ、ロング肥料、硝酸化成抑制（Ｄｄ）など。
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基肥タイプと追肥タイプ
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例） Ｓ００６

山型２ ＝ 基肥・カリ減肥
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例） ＮＳ２４８

谷型２ ＝ 追肥、カリ減肥

また、カリ過剰のほ場が多い実態に合わせたカリ減肥料銘柄も各
種用意されています。
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例） Ｓ１２１
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例） Ｓ４４４

谷型 ＝ 追肥用

３要素のうち窒素とカリは土壌に吸着されたあとも土の中を水と一緒に移動
するので、土壌表面からの追肥でも効果が得られる肥料成分といえます。
一方、リン酸は土壌中の活性アルミナなどと結びついてしまい、土の中を水
と一緒に移動することができないため、その場所にとどまります（リン酸の固
定化）。
このためリン酸肥料はあらかじめ基肥として全量を施用して、攪拌（かくは
ん）して必要な深さまで混和しておく必要があります。そして追肥には畑表面
からの追肥でも効果が高い窒素とカリの多い肥料が使われます。
基肥用の肥料は「山型」、追肥用肥料は「谷型」の組成になるのは、このよう
な理由からです。



化成肥料とＢＢ（Bulk Bulending）肥料

化成肥料 粒状配合肥料（ＢＢ肥料）

製造過程で原料を溶か
して造粒するため、一粒の
中に各要素が均一に入
る。

粒形が均一で、散布ムラ
もおきにくい。

原料を溶かさずに配合した
肥料。製造工程が簡単なた
め安価に製造できる。

原料ごとに粒形や比重が
異なるため、散布ムラが起き
やすい。

指定配合肥料とは
「すでに肥料取締法に基づく登録を受
けている肥料」を原料として配合されて
いる肥料です。

肥料名末尾の「Ｅ」
の記号は、有機質
入り配合肥料であ
ることを表していま

す。

有機入り配合肥料とは
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肥料袋にかかれている情報 － 表側

～肥料の名称とカリ原料の分類記号が書かれています～

Ｓ ○○○ カリの原料に硫酸カリを使用。

Ｎ ○○○ カリは硝酸カリを使用。

Ｃ ○○○

○○○

カリの原料に塩化カリを使用。省略
する場合が多い。

ＢＢ ○○○ 粒状配合肥料（通称ＢＢ肥料）。

《例》 Ｓ１２１（野菜） 《例》 ＢＢ０８６（麦）

「Ｓ」がついていない
原料に塩化カリを使用

「Ｓ」がついている
＝ 原料に硫酸カリを使用

「ＢＢ」がついている
＝ 粒状配合肥料

「ＢＢ」がついてない
＝ 化成肥料

塩化カリには副成分として塩素（Ｃｌ）が含まれており、塩類濃度（ＥＣ）が
上昇しやすいので、耐塩性の強い作物（牧草・麦等）に使用されていま
す。
硫酸カリは副成分として硫酸根（S04）を含むため、根が硫化水素の影
響を受けやすいイネには使用しません。
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肥料袋にかかれている情報 － 裏側

～成分率、原料、登録情報等が書かれています～

左から順に窒素、リン酸、カリ
の成分含量（％）を表示
他は成分名で表記

１袋（通常20kg）に含まれる成
分量を表示

複合、化成、粒状複合（ＢＢ）
の区分を表示

生産業者保証票には登録番
号のほかに、保証成分量と各
成分の形態、原料の種類など
を表示。

《例》 ＢＢＳ３６８

肥料の特長、使用上の注意を
表示。施用量等はあくまで目
安なのでほ場条件に合わせる
こと。

成分率を基に1袋中の成分量を計算するには・・・
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銅、亜鉛、ホウ素、マンガン
鉄、モリブデン、塩素、ニッケル

作物が必要とする養分の種類

多量要素

微量要素

水素、炭素、酸素、

窒素（Ｎ）、リン酸（Ｐ）、カリ（Ｋ）
３要素

苦土（Ｍｇ）、石灰（Ｃａ）、硫黄

主に土壌中養分
や施肥により得
られる

主に空気、水など
自然界から得られ
る

不足すると施肥
が必要になる

施肥必要量のイメージ

土に含まれる養
分の供給量。
土壌診断で調べ
る。

堆肥、緑肥など
有機物を施用
した場合の養
分の供給量。

地力と有機物投入量をふまえて、畑の地力に合った肥料を選ぼう！

必要施肥量
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